
「加速ミュオンを⽤いた
ミュオンイメージング研究の可能性」



本⽇のプログラム



まとめ

現在 将来

クライオ電顕

スピン偏極パルス電顕(TEM)

透過型ミュオン顕微鏡(TµM)

⾼運動量ミュオン(0.5-20 GeV/c) @ J-PARC ハドロン実験施設

宇宙線ミュオン散乱法

⼈⼯・可搬なミュオン施設 (~GeV)
ミュオン⽣成加速器（陽⼦・電⼦）
ミュオン冷却
ミュオン⾼周波加速

ミュオン電磁場可視化

• インフラ構造物・輸出安全保障
• パワー半導体開発（SiC MOSFET）
• ライフサイエンス（構造と機能）
• …

有意義な議論、ありがとうございました。


